






る．投稿原稿の種別は，研究論文（scientifi c paper）， 研究ノート（scientifi c note），レビュー（review），
報告（report），シンポジウム/会合報告（symposium/meeting report），ニュース（news）とする．投稿
者は投稿の際，これらの種別よりいずれかを指定する．
2．　投稿者は投稿細則に従って作成した原稿 1 部とそのコピー 1部（研究論文の場合は 2部）を，所

























ルスペースでタイプする．各ページは上下約 3 cm，左右 2.5 cmほどの余白を残す．和文は１行 40字，
現代かなづかい，常用漢字を用いる．英文は行末揃えはしない．原稿はオリジナルを提出する．
4．　論文の表題は，論文の内容を簡潔かつ明確に表わしたものとする．表題が和文論文の場合 30字，
英文論文の場合 50字（語間のアキを入れて）以上になる時は，必ず running title（ページの上欄に載
せる省略題名）を指定する．
7．　要旨（abstract）の長さは原則として英文 200 語以内，和文 400 字以内とする．和文論文，英文論文，
どちらにも和文要旨および英文 abstractを付ける．









cosξ= tanα＋ uf  s
2α. （1）
f≡w＋u tanαwd . （2）
12．　わが国が決めた南極地名は，南極地名委員会で決定された表記に従う．
参考: Gazetteer of eastern Dronning Maud Land, Antarctica, comp. by K. Moriwaki. 1st ed. Tokyo, Natl Inst. 
Polar Res., 225 p., 2000 (with errata 2002)
13．　表は必ず別紙を用い，用紙 1枚につき 1表とし，用紙の大きさは原則として本文と同じ大きさ（A4


























20．　文献を本文中に引用する場合は，“Budd（1962）”，“宮本（1990）”，“（Griffi ths and King, 1965; Tickell, 








24．　誌名の省略法は ISO（International Organization for Standardization）の勧告に従う（World List of 
Scientifi c Periodicals, London, Butterworthsや Bibliographic Guide for Editors and Authors, Washington, D.C., 
American Chemical Societyの最新版を参照）．勝手な省略をせず不明のものは全部書き出す．
25．　未発表論文を文献として引用することは避ける．やむをえず引用する時は，本文中に「私信」，あ
るいは“private communication”または“personal communication”として入れる．
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